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1.はじめに 

中部大学工学部一年次の学生を対象にした創造理工学実験Ⅰ・Ⅱは，それまでに 30 年余の伝統を持つ

工学基礎実験に代わり，大学入学までに実験の十分な経験を持たない学生にも実験に対する興味をもたせ，

ものづくりを体験させるために，2013年度から新たに導入された基礎実験科目である。Ⅰは春学期に実施

し，工学部全学科必須（今学期884名受講），Ⅱは秋学期に実施し，2学科必須（今学期 415名受講）であ

る。Ⅰは実験教育のスタートアップという位置付けで，基礎的な実験を経験させることに主眼を置いてい

る。一方，Ⅱでは基本的な測定器の使い方や測定値の処理法を学習した後，総合力を養うテーマ実験を実

施し，従来の工学基礎実験が果たしてきた専門実験への橋渡しを担うものとなっている。 

今回は，上に述べた科目におけるデジタル技術教材の開発について発表する。 

2.アナログからデジタルへ 

現在，上に述べた科目で教材として使用している基本的な電気的測定器のほとんどがアナログ技術に基

づいたものであり，デジタル技術の導入としては，Ⅰの「論理回路の実験（基礎）」と，Ⅱのテーマ実験の

「論理回路の実験（応用）」,「（Z80マイコンを用いた）コンピュータの作動原理」「（ブレッドボードとZ80

マイコンを用いた）A/D変換とマイクロコンピューターによるデータ処理」を実施しているのみである。 

しかしながら，例えばアナログオシロスコープの生産中止などのように，今後，各種測定機器がデジタ

ル技術に基づいたものへと置き換わっていく中で，基礎実験教材も，これに対応して行かざるを得ない。 

3.A/D変換実験回路 

上記の動機から，今回は「A/D変換とマイクロコンピューターによるデータ処理」というテーマ実験に

ついて，(1) 実験実施時間を短縮し「A/D変換」部分を強調して学べるようにすること，(2) 量子化の特徴

を際立たせるために，使用する基準電源の安定化に取り組んだ。 

従来の実験では，ブレッドボード上にA/D変換とPPIの ICを与え，

実験時間中に全ての配線行い，マイコンでデータを読み取らせていた。

したがって，(1) 配線が複雑なため製作に時間を取られ，(2) 配線ミス

が見つけにくく，また，(3) マイコンの操作にも時間を取られてしま

い，肝心の「A/D変換」の理解に十分な時間を割くことができていな

かった。また，基準電圧が不安定であったため，量子化の段階での「閾

値前後の揺らぎ」と「基準電源の揺らぎ」の区別が困難であった。 

そこで，今回は，PPI とマイコンの使用をやめて，A/D 変換の部分

だけの実験ができるよう，図１のような簡潔な回路を採用した。これ

によって，(1) 製作時間が短縮され，(2) 複雑さが減少し，(3) マイコ

ンの理解が切り離された。また，電源に乾電池を採用して「基準電源

の揺らぎ」を減少させることによって，量子化による 「閾値前後の揺

らぎ」を強調することが可能になった。 

学会の発表では，新しいA/D変換実験回路についての詳細と実験実施例について述べる予定である。 
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図１．A/D変換実験回路図 
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